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「計画の進捗又は達成の状況等」欄には、計画期間における排出量削減の進捗の状況及び計画終了時における事業
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に一致させてください。
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20222020

　・エアー漏れの撲滅推進　継続中　・生産設備の更新による効率改善　継続中
　・生産設備のエアーブロー圧の抑制　継続中
　・バッチ炉ヒーターのエネルギー転換（ガス式から電気ヒーターへ変更）　完了
　・エアーホース変更によるロス削減　継続中　・空調設備の更新による効率改善　継続中
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輸送用機械器具製造業

熊本県地球温暖化の防止に関する条例施行規則第５条第１号該
当特定事業者（大規模エネルギー使用事業者）

熊本県地球温暖化の防止に関する条例施行規則第５条第２号該
当特定事業者（自動車運送事業者）

特定事業者以外の事業者
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